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吉 田 秀 明
は じ め に
電殻工業は ｢十九世紀未か ら二十世紀初 めにかけての資本主義にとって, ち
っとも典型的な産業｣1) であ り, 第二次世界大戦においては兵器生産 を規定す
る基幹産業の一つであった とされている2㌔ それはまた戦後 日本資本主義 の高
蓄積 を支える重要な柱であったことも周知の事実である｡本稿はかかる位置を
有する電機工業 を対象 とし3), 戦前 日本における独占体の確立過程 を分析 しj:
うとす るものであるO
生産過程か ら捉えた場合,電機工業は次のような特質 を持つ と考 えられるO
それは第一に技術が重巣 な役割を果たすことであ り,第一に製品の多様性 とそ
の瓜用範関の広 さとを基礎に して.生産の多角化が広範 に展開されるこーとであ
るO この二つの特質は電機工業における独占体確立過程にも影響を与 えずには
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る対象 とする1930年代の日本電機工業においては,重化学工業全般の飛躍 と各
産業の生産手段の技術革新や電気化学の勃興,およびこれ らと鹿びついた電力
生産の拡大を背景 として,技術発展 と製品多様化を軸 とした生産の著 しい増大










機工業の特質 を重視 した研究はまれであった4)｡ 本稿は上述の見地から電機工
















戦前における巨大電摸企業の確立 (1) (279〕 71
1
電機工業の生産F.'[]目は-舟削こきわめて多様 である｡ これ を反映 して個別資本
の段階 で も, 日立製作所,芝浦製作所,三菱電機 (以下では単 に 日立,芝浦,
三碁 とす る) な どの大電坂企業 の製品は,すでに戦前か ら多岐 にわた っていた｡
なか で もEl立は戦前の主要電気横静 のほ とん どすべてを生産 していただけでな
く,一般機枕や電機材料分野に も生産 を多角化 させていた7)O 戦前 における 日
立の主要生産品 Rをその生産開始年･産別に整理 した ものが第 1蓑であるB)O 発
電機器 を中心 とした主要電機はすでに1910年代に生産 され ているが,その後30
年代前半 には火力発電機器が,37年か らは電話擬 .無線枚 などの通信横が生産
され始める｡-舷梯枕 は30年代 に生産品 目が急増するのが特徴的であ り,電槙
材料 については,早 くか ら生産 され ていた絶縁材料や電線 のほか,37年か らは
特殊鋼の生産 も開始 された｡
これ らの多様 な製品は 日立の全生産高に対 してそれぞれ どのような比率 を示
していたのであろ うか｡ これを示すのが第 2表であるo この表は営業部門を担
当していた本店の各部別受注比率 を示 した ものである9㌔ 各部の うち商品部は
小型電動磯 ･柱上変圧磯 な どの汎用電攻 を扱 っていた037年に新設 された弱電
6) 日立製作所の分析に際しては,(秩)日立製作所の本社に保存されている｢日立製作所史2｣
1960年,の準備質料 (以下では単に ｢社史資料｣とする), および本社と日立工場小平記念館に
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ていた製品の比率は 43.0%であり.20年代に生産が始められた製品 の 比 率 は
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171% であるのに対 して,30年代に生産が開始された製FZDl]は38･6%の比率を占



































































段階における日立の多角化は ｢総合製作｣ と呼ばれてお り,この段階での日立
製作所は ｢総合･製作所｣ となった と言 うことができる15㌔ 30年代こそ日立の多








































板は 1,500トソを超えるなど, ｢使用する各種の材料は驚 くほどの大量で. 当
時の不況の下にあってこれを一時に注文するならば,金属材料,絶縁材料の市
18) ｢日立評論｣第14巻第9号.1931年9月.10ペー ジ .
19)昭和肥料川崎工場施設概要.同前.



























22) ｢日立評論｣第2〔噂第6号,1937年 6月,および第22巻第 9号,1939年 9月｡
戦前における巨大電機企業の確立 (1) (287)79
事情があいまって輸入品が駆逐され, 発電機器 もほ ぼ 国産FlDpに統一されたこ
と23),および発電機器の大型化によって機器体系の精度向上が要求されたこと
にあった｡ この結果,たとえば1925年から45年までの間に国内および国外に設
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の傾向が強かったことであるo発電磯 とタ-ヒンを例に取ると,1927年から45



















を積んでいた先発の芝浦 ･三菱 と対抗するには,｢日立 としては技術提携をし
入は,1927年のボイラーに関するイギ1)ス ･ヤp-社 との提携,および32年の



















































日立の所有する特許権 および実用新案権の件数は3,141件 となっており, 他産
業に比へて件数が圧倒的に多い電機企業の中でも抜群の数を示 している81)Oち
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第一次大戦を契機に重電企業の数は急増 したが88),大恐慌の影響による企業
倒産の結果,多 くの中小規模の企業が姿を消 した89㌔ 1930年における主要10社
第3蓑 主要電機企業払込資本金 (千円)
備考 1953年度は前掲 ｢E]本電機工業史｣, その他は各社社史 営業報告書による｡
第4表 主要電機企業の生産品目 (1930年代)
水水火蒸発調周電回整変蓄避遮断配制計鮭電電電家






El立 製 作 所
芝 浦 製 作 所
三 菱 電 機
'EaJ士電撰製造
明 電 舎
安 川 電 機
東洋電機尊皇造
日 新 電 機
大 阪 変 圧 器
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〔)〇〇〇〇〇〇〇
〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇000000 〇
〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〔)〇〇〇〇 〇
〇〇 〇〇〇〇000 0〇〇〇〇〇 〇






38) 竹内象 前掲書,120ペ ジー.
39〕 前掲 ｢日本電機工業史｣45ペ-リ｡
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業の優位性は次のような点にある とされる40㌔ 第一に景気の差の平均化であ り,
これは消極的には投資 1)スクの低減 ･分散化 と表現することもで きるO第二に
は相乗効果 による技術進歩,いわゆる技術のソナージー効果であるO第三に多
角化が垂直的である場合には,商業の排除や原料価格変動の緩和,原材料供給
の安定,あるいは製品病歴の向上 とい った固有のメ リッ トが生ず る｡ これ らの
利点が芙際にどのように多角化企業を刺 したのかは, 日立の多角化過程を分析
した箇所ですでに指摘 しておいた｡ しか し電探工業において. これ らの利点に
加 えて多角化企業の市場独占を促進 したいま一つの決定的要田は,一式生産化･
プラン ト生産化による専門メーカーの締めだLにあったのである41)｡ この点は
とくに本稿が重視 し,繰 り返 し強調 してきたのであるが,最後に30年代におけ
る発電依生産を取 り上げて,電磯産業全体の レベルか ら多角化 と一式生産 ･プ
ラント生産が もたらした企業間格差の問題 を考察することに しよう0
1930年に企業倒産 と生産品 目の整理が進んだ結果,大型水力発電磯 を生産 し
うる企業は, 日立,芝浦,三象 それに富士電機 と明電舎のiL社に限 られ るこ
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いわゆる ｢総合電機 メーカー｣ としてたち現われることになる｡だが,戦後に
急成長する家電メーカーを別とすれば,戦後における総合/令業対専門メーカー
という対立の構図は,すでに1930年代において出来上がっていたのである｡
お わ り に
戦前における巨大電機企業の確立 (1) (297) 89
日立の多角化は1930年代に急速に展開されたのであるが,その成果は単に生
産品目が増加 した ということにとどまるものではなかった｡多角化は 日立の企





















技術力 と多角化が独占構造の確立に 備考 1(…喜7A*DrgI濃 去冒,本警慧去詣 霊竿七
決定的な役割を果たしたのである｡ 悪賢賃荒 さ｣･前よ竿話 芸表芸 去｣(管
かように圧倒的な地位を築いた多 謂 豊托& ADOt警 1937年IBの那 主
角化企業の中にあって, 日立は技術力 と多角化の程度においてもっとも際立っ
90 ･こ298) 第 126巻 第5･6号
た存在となり,随一の規模を持っ重電資本に成長した｡30年代後半には,その
生産品目はほとんどすべての電機製品,多くの一般機械製品,いくつかの電機
材料その他に及び,それぞれの市場において日立は強固な市場支配力を持つに
至ったのである｡
(1980年 4月 脱稿)
